
タイムライン防災カンファレンス2025 in 愛媛 (大洲市･西予市･内子町)

実 施 報 告

プログラム時刻

エクスカーション①11:30

【松山空港/松山駅～大洲市民会館】
道の駅からり（内子町）
まちの駅あさもや（大洲市）
大洲市民会館 到着

実務担当者ワークショップ14:30

【大洲市民会館】
WS-A 自治体防災の組織と人員
WS-B 住民の防災意識と行政

高校生取り組み発表会16:15

【大洲市民会館】
防災取組の口頭／ポスター発表
標津高校・大洲高校・野村高校

歓迎懇親会18:30

2月13日(木) 1日目

プログラム時刻

エクスカーション②8:40

【大洲市街地～乙亥会館】
肱川防災ステーション
鹿野川ダム
乙亥会館 到着

災害と復興勉強会・昼食会11:00

【乙亥会館】
地元ガイドの災害経験/復興の解説
地元ボランティアの炊き出し鍋等

シンポジウム13:00

【乙亥会館】
開催地挨拶
来賓挨拶
カンファレンス報告
高校生防災セッション
パネルディスカッション
カンファレンス宣言

2月14日(金) 2日目

《参加者数》81名

国機関（5）
都道府県（5）
市区町村（51）
有識者（2）
その他（18）

《参加者数》139名

国機関（31）
都道府県（7）
市区町村（67）
有識者（3）
その他（31）

タイムライン防災カンファレンスは、全国のタイムライン防災の普及・発展を目指し、住民、
コミュニティ、行政担当者、関係機関等の情報共有を図るため、2016年度より全国各地で開催
しており、全国各地でタイムライン防災に取り組む自治体の首長、実務担当者、風水害に関わ
る防災関係者が一堂に会し、各地のタイムライン防災の取り組みやタイムラインの課題とその
対応策等について意見交換を行うことで、より実効的なタイムラインの策定や運用に資するこ
とを目的に実施しています。

今回は、愛媛県を流れる一級河川・肱川の流域でタイムライン防災に取り組む、大洲市・西予
市・内子町を開催地として、参画市町村の首長・防災担当者や防災に取り組む高校生が集まり
ました。7回目となる本カンファレンスのテーマは「持続可能なタイムライン防災で命を守る」。
タイムライン防災に継続的に取り組んでいくために、行政職員・地域住民・未来を担う子ども
たちそれぞれができること、すべきこと、必要なサポートなどについて意見交換を行いました。

プログラム

【主催】タイムライン防災・全国ネットワーク国民会議
【後援】国土交通省四国地方整備局、愛媛県、公益財団法人河川財団
【協力】NPO法人環境防災総合政策研究機構、西予CATV株式会社、株式会社ケーブルネットワーク西瀬戸

大洲市民会館 乙亥会館



2025年 2月13日（木） １日目

■ エクスカーション

① JR松山駅・松山空港で集合
バスで移動

② 道の駅 内子フレッシュパークからり
昼食会
河川改修や川を中心としたまちづくりの説明(内子町)
小田川見学 など

③ 大洲まちの駅あさもや
大洲市副市長ご挨拶
地元ガイドによるまち歩き案内 など

■ 実務担当者ワークショップ

ワークショップA 自治体防災の組織と人員
自治体防災担当職員が慢性的に不足し、十分な取り組み
ができない現状について、「何が忙しい」「どうして忙
しい」「どのような問題が生じている」という課題分析
を行い、今後に向けて「実施したいこと」「実施したほ
うが良いこと」「関係機関に実施してほしいこと」につ
いて整理しました。

■ 高校生取り組み発表会

北海道標津高等学校

内子町による説明

大洲市副市長ご挨拶

ワークショップB 住民の防災意識と行政

地域住民に防災意識がなかなか浸透しないという現状に
ついて、「実際に生じている問題・課題」は何かを列挙
し、「その原因・阻害要因」について議論しました。特
に地域の未来を担う子どもたちに対する防災教育の推進
が重要との意見から、学校防災教育でどのような取り組
みが推進できるかを話し合いました。

愛媛県立大洲高等学校 愛媛県立野村高等学校



2025年 2月1４日（金） ２日目

■ エクスカーション

① 大洲市街地で集合
バスで移動

② 肱川防災ステーション
肱川の河川管理についての説明

③ 鹿野川ダム
ダムの運用や洪水対策についての説明
記念撮影

■ 災害と復興勉強会

■ シンポジウム ※詳細は次頁

< プログラム >

１．開催地挨拶

２．来賓挨拶

３．カンファレンス報告

４．高校生防災セッション

～ 休 憩 ～

５．パネルディスカッション

６．カンファレンス宣言

７．閉会



シンポジウム

１．開会挨拶

二宮隆久 大洲市長 管家一夫 西予市長 小野植正久 内子町長 豊口佳之 四国地方整備局長 中川逸朗 愛媛県知事代理

３．カンファレンス報告 ４．高校生防災セッション

川口隆尋 TL国民会議事業事務局長 標津高校/大洲高校/野村高校 生徒6名 河田惠昭 関西大学特別任命教授

５．パネルディスカッション

<コーディネーター>
松尾一郎
東京大学大学院情報学環客員教授

＜アドバイザー＞
井上智夫
京都大学防災研究所特任教授

＜パネリスト＞
前田康吉 北海道滝川市長
山口将悟 北海道標津町長
松谷浩一 熊本県球磨村長
二宮隆久 愛媛県大洲市長
管家一夫 愛媛県西予市長
小野植正久 愛媛県内子町長
豊口佳之 四国地方整備局長

< ディスカッションテーマ >

１．意思決定の体制強化に向けて
（１）防災担当職員の増員と育成
（２）コミュニティ防災リーダーの育成

２．持続性のあるタイムライン防災をめざして
（１）TLの防災計画等への位置づけ
（２）次世代への継承

2．来賓挨拶

６．カンファレンス宣言


